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 第7章  ⽬標を達成するために⾏う交通施策・事業 
 

公共交通の課題及び基本的な方針を踏まえて設定した目標を達成するため、以下の

施策・事業を進めていきます。 
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施策１ 市外を結ぶ公共交通の維持・利便性向上 

■背景 

 ○暮らしやすいまちを維持するには、近隣市町と連携しながら、圏域全体の活性

化を図っていくことが重要です。 

○公共交通においても、圏域における移動を支える交通手段の再編整備を図り、

効率的なサービスを提供することが求められています。 

 

■施策の内容 

【事業 1-1】市外を結ぶ公共交通の維持 

  ○本市と新潟市を結ぶ路線バス「大形線」は、公共交通の軸としての重要な役

割を担うバス路線のため、地域間幹線系統確保維持費国庫補助金等を活用し

ながら維持を図ります。 

 

【事業 1-2】鉄道との乗継利便性の向上 

  ○市外への移動ニーズに対応した移動手段を確保するため、鉄道と路線バスと

の接続の改善など、利便性向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業 1-3】羽越本線の高速化等に向けた要望活動の実施 

○羽越本線及び白新線の高速化・

複線化、羽越新幹線の整備促進

に向けて、周辺市町村と連携

し、国や鉄道事業者等に対する

継続的な要望活動を実施し、新

発田駅を拠点とした沿線地域

の広域的な交通ネットワーク

形成の強化を図り、地域の活性

化につなげていきます。 

 

 

 

写真 路線バス 写真 JR 新発⽥駅 

図 ⽻越本線⾼速化に向けた取組事例 
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【事業 1-4】高速バスの維持 

  ○高速バスの維持に向けて、交通事業者や沿線市町と連携し、高速バス「新潟

-山形線」を含めた広域的な交通ネットワーク形成の強化を図り、地域の活性

化につなげていきます。 

 

■施策の実施主体 

 ○国、新潟県、新発田市、関係市町、交通事業者 

 

■施策の実施スケジュール 

 
 

 R6 年度 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 

事業 1-1 
     

事業 1-2 
     

事業 1-3 
     

事業 1-4 
     

 

施策２ 周辺地域から市街地への移動手段の維持・確保 

■背景 

○公共施設や商業施設、医療施設などの主要施設は新発田市街地に集積してお

り、周辺地域から新発田市街地への移動ニーズに対応する必要があります。 

○利用者の減少や運転手不足から公共交通の維持・確保が厳しい状況にあり、地

域ごとの特性や移動ニーズに応じた、持続可能な公共交通への見直しが求めら

れています。 

○一部地区では依然として公共交通空白地域が見られ、解消に向けた取組が必要

です。 

 

■施策の内容 

【事業 2-1】市街地にアクセスしやすい移動手段の確保 

  ○合併地域を含むすべての周辺地区と新発田市街地を結ぶ路線は、周辺地域に

住む市民の移動に重要な役割を担うバス路線のため、地域内フィーダー系統

確保維持費国庫補助金等を活用しながら維持を図ります。 

○行政と交通事業者が連携して維持・確保を図ります。（関連事業：事業 7-1） 

 

 

  

随時実施（県生活交通確保対策協議会と連携した取組） 

随時実施（鉄道ダイヤ改正に合わせたバス時刻見直し） 

随時実施 

随時実施 
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【事業 2-2】利用状況や地域状況に応じた適切な運行手法の検討・導入 

  ○運行の効率化を図りながら移動手段を確保するため、予約があった際に迂回

運行する「新発田版デマンド方式（定路線迂回型運行）」での運行を検討し、

対象路線を拡大し、公共交通空白地域の解消を目指します。また、予約シス

テムの導入など、さらなる利便性向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施策の実施主体 

 ○国、新潟県、新発田市、交通事業者 

図 新発⽥版デマンド⽅式のイメージ（再掲） 

図 外出の主な⾏き先（再掲） 

買い物
(n=1687)

通院
(n=1106)

通勤
(n=707)

その他
(n=729)

中心市街地 14% 35% 17% 23%

西新発田駅周辺 21% 9% 6% 14%

新栄町・舟入町など 22% 10% 7% 15%

中曽根町・城北町・緑町など　 18% 14% 5% 10%

駅東側市街地　 12% 10% 6% 6%

周辺地区 6% 13% 20% 13%

新潟市 4% 6% 21% 11%

胎内市　 2% 1% 6% 2%

その他市町村 1% 2% 12% 6%

予約有 予約有 

写真 あかたに号 写真 本⽥・天王号 
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■施策の実施スケジュール 

 
 

 R6 年度 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 

事業 2-1 

     

事業 2-2 

     

 

施策３ 市街地内における移動利便性の向上 

■背景 

 ○新発田市街地では、住宅地や商業地などの開発によるまちの変化が見られます

が、その変化に対応できず、公共交通が利用しにくい地域やアクセスがしにく

い商業地が存在しており、利便性向上が求められています。 

 

■施策の内容 

【事業 3-1】市街地内で移動しやすい環境の維持 

○新発田市街地内を運行する市街地循環（あやめ）バスは、新発田市街地内の

移動に重要な役割を担うバス路線のため、地域内フィーダー系統確保維持費

国庫補助金等を活用しながら維持を図ります。 

 

【事業 3-2】市街地循環（あやめ）バスの運行ルート見直しに向けた検討 

  ○新発田市街地におけるまちの変化に対応した利便性の高い公共交通を運行

するため、住宅地や商業地の開発状況、市民の移動ニーズを踏まえながら、

市街地循環（あやめ）バスの運行ルート見直しを検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新発田版デマンド方式の拡大 

紫雲寺地区運行 

佐々木地区運行 

写真 市街地循環（あやめ）バス 

随時実施（運行事業者との協議） 

新たな手法の確立 実証運行 本格運行 

基準値の設定 運行見直しの検討 

基準値の設定 

地域内フィーダー系統確保維持計画の策定及び見直し 

予約システム検討 予約システムの導入 
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■施策の実施主体 

 ○国、新潟県、新発田市、交通事業者 

 

■施策の実施スケジュール 

 
 

 R6 年度 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 

事業 3-1 

     

事業 3-2 
     

 

施策４ 地域で地域の公共交通を守るしくみの維持 

■背景 

○周辺地区において、公共交通を維持するためには継続的に利用してもらうこと

が必要不可欠です。 

○「地域で地域の公共交通を守る」という意識の醸成が必要です。 

 

■施策の内容 

【事業 4-1】数値目標の達成状況に応じて増減便する仕組みの導入検討 

  ○「地域で地域の公共交通を守る」という意識を醸成するため、各路線に利用

者数の数値目標を設定し、達成状況に応じて増減便を図る仕組み（バストリ

ガー方式）を導入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

【事業 4-2】周辺地区における公共交通の現状把握及び方向性を検討する部会の

継続実施 

  ○市委託路線が運行されている地域において、区長会等で実施している公共交

通に関する部会を引き続き実施するとともに、路線を見直す地域においては

検討会を立ち上げ、各地域で公共交通の現状把握及び方向性を検討しながら

公共交通を守る意識を高める機会を設けます。 

図 達成状況に応じて増減便を図る仕組みのイメージ 

地域内フィーダー系統確保維持計画の策定及び見直し 

随時実施（運行事業者との協議） 

実証運行 本格運行 見直し検討 
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■施策の実施主体 

 ○新発田市、交通事業者、地域住民 

 

■施策の実施スケジュール 

 
 

 R6 年度 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 

事業 4-1 
     

事業 4-2 

     

 

施策５ 市民の公共交通に対する理解度向上と利用促進 

■背景 

○公共交通利用者の減少により、このままでは路線・サービスの維持が難しい状

況にあります。そのため、公共交通の現状を市民に理解してもらい、公共交通

の維持に対する意識を高めてもらうことが重要です。 

○交通結節点等においては、乗継ぎ等の利便性を高めるため、結節点機能の向上

が求められています。 

○また、本市における高齢者加害事故の割合は増加傾向にあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施策の内容 

【事業 5-1】公共交通の乗り方・運行内容の周知 

  ○高齢者に対する乗り方教室・運行内容の周知は引き続き継続するとともに、

高校進学をきっかけに公共交通の利用可能性がある中学生を対象としたバ

スの乗り方及び運行内容の周知に取り組みます。 

 

図 ⾼齢者加害事故の発⽣状況（再掲） 

随時実施（各地域、年 2 回程度） 

佐々木地区立ち上げ  

随時導入 
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【事業 5-2】公共交通に関心をもってもらうイベントの実施 

  ○交通事業者と連携して、市民が公共交通に関心を持ってもらうためのイベン

トを実施します。また、公共交通の現状を理解してもらう機会を創出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業 5-3】高齢者の公共交通利用促進 

  ○自動車の運転に不安のある高齢者（65 歳以上）に対し、自主的な免許返納を

促すため、運転免許返納支援事業を継続するほか、コミュニティバス等の運

賃割引制度の導入などを検討し、高齢者の公共交通利用を促進します。 

 

【事業 5-4】待合環境の整備 

  ○自治会等で行うバス待合所の設置もしくは修繕事業に対して、費用の一部を

補助する制度を継続するほか、より効果的に整備を進めるための新たな制度

を検討し、整備を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業 5-5】駐輪場の維持・整備 

  ○交通拠点となる駅やバス停までの移動手段として自転車の利用もあること

から、利用しやすい駐輪場を維持していきます。また、自治会等で行う自転

車等駐車場設置事業に対して、費用の一部を補助する制度を継続するほか、

より効果的に整備を進めるための新たな制度を検討し、整備を推進します。 

 

 

写真 サマーフェスティバルにおけるバス展⽰ 写真 パネル展⽰の様⼦ 

写真 補助制度を活⽤して設置したバス待合所 
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【事業 5-6】駅前広場の適正な利用とキスアンドライド※の推進 

  ○市内の一部駅では駅前広場を整備しており、長時間駐車に対する注意喚起を

行うなど適正な利用を呼びかけながら、キスアンドライドによる公共交通の

利用を促します。 

※キスアンドライド：鉄道を利用する場合、駅まで自家用車で送迎してもらう方法 

 

 

 

 

 

 

【事業 5-7】ノーマイカーデーの継続実施 

  ○ノーマイカーデーを通して公共交通利用のきっかけを作り、自家用車から公

共交通への利用を促すとともに、環境負荷の低減につなげます。 

 

【事業 5-8】キャッシュレス決済の利便性向上 

  ○コミュニティバス等に導入しているキャッシュレス決済について、新たなシ

ステムの導入も視野に入れながら検討し、利便性向上を図ります。 

 

■施策の実施主体 

 ○新発田市、交通事業者 

 

■施策の実施スケジュール 

 
 

 R6 年度 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 

事業 5-1 
     

事業 5-2 
     

事業 5-3 
     

事業 5-4 
     

事業 5-5 
     

事業 5-6 
     

事業 5-7 
     

事業 5-8  
    

図 キスアンドライドのイメージ 

新制度検討 

新制度検討 

新制度検討 

新制度導入 

新制度導入 

新制度導入 

随時実施 

随時実施 

継続実施 

継続実施 

随時実施 

継続実施 

継続実施 

見直し検討 次期システムの導入 
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施策６ わかりやすい情報提供 

■背景 

○アンケート調査結果より、「公共交通の運行内容を知らない」「乗り方が分から

ない」など、公共交通に関する情報を知らない市民が多く、情報が行き届いて

いない状況にあります。また、公共交通に関する情報発信の充実に関する改善

要望も多く寄せられています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施策の内容 

【事業 6-1】既存システムを活用したバス位置情報の提供路線拡大 

  ○バス位置情報を提供する既存システム「バスどこ？」について、情報提供対

象路線を拡大し、利便性向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22%

21%

56%

40%

22%

10%

16%

10%

3%

11%

4%

8%

10%

46%

35%

29%

26%

24%

22%

18%

10%

9%

2%

2%

1%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

時刻表やルート図を分かりやすくする（情

報発信を増やす）

のりば（バス停）を増やす

運行便数を増やす

土曜日や日曜日にも運行する

待っているときの快適性を高めるため、

待合小屋やベンチの設置を充実する

バスなどがどこにいるのか分かる

位置情報システムを充実する

乗り継ぎをなくす

キャッシュレスシステムを充実する

運賃を値下げする

終便の時刻を遅くする

新しくきれいなバスやワゴン車両にする

始発便の時刻を早くする

その他

利用者(n=103)

非利用者(n=1365)

運行内容（利用

方法、ルート、

運行時刻）を

知っている

18%

運行内容までは知ら

ないが、運行してい

ることは知っている

50%

運行しているか分からない

（知らない）

19%

住んでいる地区

ではバス・乗合

ワゴンが運行し

ていない

13%

(n=1603)

※無回答等を除く

図 バス・乗合ワゴンの認知度（再掲） 図 改善要望（再掲） 

図 「バスどこ？」によるバス位置情報の提供（市街地循環（あやめ）バス） 
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【事業 6-2】GTFS データを活用した情報発信 

  ○運行ダイヤ・ルート、運賃等の情報を持つ GTFS※データを整備するとともに、

経路検索を Google マップにおいて提供できるシステムを導入し、利便性向

上を図ります。 

  ※GTFS：経路検索サービスや地図サービスへの情報提供を目的としてアメリカ

で策定された世界標準の公共交通データフォーマット。GTFS データを

整備することにより、経路検索等のサービスがスマートフォン等で利

用できるようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 GTFS データの活⽤イメージ 

図 Google マップにおける経路検索（新潟市の事例） 
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【事業 6-3】「わたしの時刻表」の作成による乗り継ぎ情報の提供 

  ○個別の移動状況に合わせて公共交通の運行ダイヤを整理した「わたしの時刻

表」の作成を継続し、市民１人１人のお出かけに合わせた乗り継ぎ情報等を

わかりやすく提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施策の実施主体 

 ○新発田市、交通事業者 

 

■施策の実施スケジュール 

 
 

 R6 年度 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 

事業 6-1 
     

事業 6-2 
     

事業 6-3 
     

 

施策７ 輸送資源の総動員及び新技術による利便性向上・効率化 

■背景 

○公共交通の運転手不足が深刻化しており、公共交通を維持・確保していく上で

の大きな課題となっています。持続可能な公共交通の実現に向けて、地域の交

通事業者と連携した取組や、地域の輸送資源の総動員が必要です。 

○また、公共交通を取り巻く社会状況を踏まえ、AI や MaaS などの新技術の導入

を検討し、公共交通のさらなる利便性・効率性の向上を図ることが必要です。 

 

図 わたしの時刻表 

提供方法の検討 新システム検討 

対象路線の拡大 新システム検討 新システム導入 

新システム導入 

随時更新 GTFS の整備 Google マップ反映 

継続実施 
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■施策の内容 

【事業 7-1】輸送資源の総動員と適切な使い分けによる運行の効率化 

 ○バスやタクシーなどの輸送資源を総動員するとともに、利用状況や地域の状

況を踏まえ、輸送資源を適切に使い分けながら運行の効率化を図ります。 

 

【事業 7-2】通学に対応したコミュニティバスの運行継続 

  ○周辺地域からの通学ニーズに対応するため、通学時間を考慮した運行を引き

続き行い、輸送資源を総動員した運行の効率化を図ります。 

 

【事業 7-3】新技術の導入可能性の検討 

  ○公共交通を取り巻く社会状況を踏まえながら、本市における AI や MaaS など

の新技術の導入可能性を検討します。 

   （検討テーマ例：令和７年度以降の新発田版デマンド方式の効率化 など） 

 

【事業 7-4】EV バス等環境に配慮した車両の導入 

○EV バス等の環境に配慮した車両の導入を、国や県と連携しながら促進してい

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■施策の実施主体 

 ○新発田市、交通事業者 

 

■施策の実施スケジュール 

 
 

 R6 年度 R7 年度 R8 年度 R9 年度 R10 年度 

事業 7-1 
     

事業 7-2 
     

事業 7-3 
     

事業 7-4 
     

 
 

図 EV バス（⼩型⾞両） 
出典：BYD ジャパン HP 

輸送資源の洗い出し 

新発田版デマンド方式の拡大 新たな手法の確立 実証運行 本格運行 

先進地調査・検討 

導入検討 

先進地調査 検討・協議 実証実験 

導入技術の選定 運用方法の検討 実証実験 

実証運行 本格運行 


